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衆
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幣 
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殿 

 

衆
議
院
議
員
立
花

男
君
提
出
国
家
地
方
警
察
東
京
管
区
一
都
十
県
警
察
官
警
備
訓
練
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



一 

訓
練
終
了
後
上
田
市
よ
り
長
野
市
ま
で
警
察
官
の
行
進
が
行
わ
れ
た
の
は
、
警
備
訓
練
の
一
環
と
し
て
多
数
の
警
察
官 

一 

自
治
体
警
察
に
要
す
る
費
用
は
、
自
治
体
警
察
を
維
持
す
る
責
任
を
も
つ
自
治
体
が
支
弁
す
る
の
で
あ
る
。 

一 

こ
の
訓
練
に
お
け
る
自
治
体
警
察
の
参
加
は
任
意
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

一 

国
家
地
方
警
察
の
警
察
官
の
動
員
に
関
す
る
費
用
は
、
総
理
府
（
所
管
）
司
法
及
び
警
察
費
（
部
）
国
家
地
方
警
察
費
（
款
）

国
家
地
方
警
察
本
部
（
項
）
の
「
警
備
訓
練
に
必
要
な
経
費
」
か
ら
支
弁
す
る
の
で
あ
る
。 

一 

こ
の
訓
練
で
想
定
し
た
暴
徒
は
、
集
団
的
不
法
事
案
発
生
の
場
合
の
警
察
方
法
の
訓
練
の
た
め
一
般
に
集
団
的
不
法
行 

 
 

為
を
な
す
者
を
仮
設
し
た
の
で
あ
る
。 

一 

災
害
又
は
集
団
的
不
法
事
案
発
生
の
際
警
察
の
責
務
遂
行
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
平
素
の
訓
練
が
必 

 
 

要
で
あ
る
た
め
、
こ
の
警
察
訓
練
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
立
花

男
君
提
出
国
家
地
方
警
察
東
京
管
区
一
都
十
県
警
察
官
警
備
訓
練
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 

を
輸
送
す
る
場
合
の
訓
練
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

一 

齋
藤
国
家
地
方
警
察
本
部
長
官
は
、
本
訓
練
に
際
し
て
、
警
察
に
課
せ
ら
れ
た
治
安
維
持
の
責
務
は
、
軍
隊
な
き
日
本 

に
お
い
て
は
一
層
重
大
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
訓
示
を
與
え
た
が
、
質
問
主
意
書
中
に
あ
る
「
警
察
は
軍
隊
な
き
あ
と
の 

 
 

軍
隊
で
あ
る
」
と
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
は
全
然
言
つ
て
お
ら
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 
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